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木造注文住宅を手がけるアキュラホームグループ（本社：東京都新宿区、社長：宮沢俊哉）は、職域での新型コロナウ

イルスワクチン接種を開始する政府の発表方針を受け、翌日 6月 9日（水）にはいち早く職域接種を実施する旨を発表。

医療関係者、高齢者にしか進んでいなかった地方自治体での接種率のスピード向上の一翼を担えればということで、従

業員1,400人だけでなく、従業員の家族、取引業者、その家族まで含めて 1万人規模の職域接種を進めてまいりました。 

そしてこの度、東京・大阪会場で 2 回の接種が終了し、接種者 8,000 人に対してアンケート調査を実施。1 回目接種終

了時に公表した副反応についてのアンケート調査に引き続き、2 回目の副反応、ワクチン接種を終えた接種者の考え等

を公表いたします。（COVID-19ワクチンモデルナ筋注による接種です。） 

 

■ワクチン接種による副反応は大多数の人があるものの、99.9％がワクチン接種をしてよかったと回答。 

 ２回のワクチン接種を終えた接種者 8,000人に対して副反応の実態、ワクチン接種を終えての思い、考えについてアン

ケートを実施しました。その結果、１回目接種では 71.7％、2回目接種では 96.8％と大多数の人は「副反応があった」と回

答。しかし、副反応がありながらもワクチン接種を終えた今、「ワクチン接種を受けて良かった」と回答した人は 99.9％と

いう結果になりました。 

 

■２回目のワクチン接種を終えた働く世代のリアルな副反応の実態と思いとは・・・ 

 

① 何パーセントの人がワクチン接種を受けたら安心して生活ができるかというアンケートでは、70％がボーダーラ

インに。さらに、安心して生活ができるようになったら何がしたいかというアンケートでは、「旅行に行きたい」、

「人に会いたい」が上位に。オンラインが急激に発達する中、アフターコロナの暮らしではリアル体験を求めて

いる結果となりました。 

 

② 症状：１回目の副反応の大多数は腕の痛み・腫れ。2 回目は最も多い副反応の症状が発熱に。85.6％の人が

37.5度以上の発熱があったという結果になりました。 

 

③ 副反応の発現やその後どの程度で治ったかという項目では、1 回目、2 回目の接種共に 24 時間以内に副反応

が発現。発現後は 1回目接種者の半数（50.8％)が 2日以内で治ったと回答した一方で 2回目接種者は 72.7％

が 2日以内で治ったと回答しました。2回目の方が副反応の発現期間は短いと感じていることがわかりました。 

 

※アンケートは 8,000 人にメールで送り、有効回答 3,858 人の結果です。回答の副反応、痛みなどは個人判断での回答

であり、医療診断の結果ではありません。詳細は次ページに続きます。 

 

＜本件について報道関係からのお問い合わせ先＞ 

株式会社アキュラホーム 広報課 西口（西口携帯：080-8483-6963）・梶田 

TEL ：03-6302-5010  FAX ：03-5909-5570  Email：aqura_pr@aqura.co.jp   

●アキュラホームHP http://www.aqura.co.jp ●木のストローHP https://www.thewoodstraw.com/ 

アキュラホームグループ  モデルナ ワクチン職域接種 

二回の接種を終えた接種者 8,000人に調査実施 

安心して暮らせるボーダーラインは７割が接種完了を希望 

接種して良かったと回答した人は 99.9％に 
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■アンケート結果について（回答者 3,858人の結果と内訳） 

【属性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q：何パーセントが接種を終えたら安心して生活ができるか】 

 70％を超えると多数の方が安心して生活できると回答しており、70％がボーダーラインとなっていることがわかりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q：安心して生活ができるようになったら何がしたいか】 

「旅行に行きたい」、「人に会いたい」が上位に。オンラインが急激に発達する中、アフターコロナの暮らしではリアル体

験を求めている結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【Q：2回のワクチン接種を終えて】 

 2回目のワクチン接種では、1回目よりもさらに多くの人に副反応があったにも関わらず、2回の接種を終えた接種者の

99.9％はワクチン接種をして「良かった」と回答しました。また接種者は、自分が感染したくないという理由も多いですが、

それ以上に「人に迷惑をかけるリスクを減らしたい」と、周りの人を思い、接種を決めている人が86.7％と、多くいることが

わかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q：副反応の症状について】 

１回目はほぼ「腕の痛み・腫れ」でしたが、2 回目は「腕の痛み・腫れ」に加え、「発熱」、「倦怠感」、「頭痛」と様々な副反

応の症状を多くの人が感じていることがわかりました。発熱の症状については、1 回目の接種後は 8％という結果に対し

て、2回目の接種後は 85.6％と、10倍以上に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q：副反応の発現後の治りについて】 



 【Q：副反応の治りについて】 

副反応の発現後の治りについては、1回目接種者の半数（50.8％)が 2日以内で治ったと回答した一方で 2回目接種

者は 72.7％が 2日以内で治ったと回答。2回目の方が副反応の発現期間は短いと感じていることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【Q：副反応による日常生活への影響について】 

 日常生活への影響についても 1回目接種後は 8割近くの人が「影響がなかった」と回答している一方で、2回目接種後

は、逆転しています。症状が辛く、仕事や学校、家事・育児を休んだと回答している人も多く、2 回目接種後にはワクチン

休暇の推奨なども今後求められることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■1回目の副反応についての調査はこちらからご覧いただけます。 

■２回目の副反応についての調査はこちらからご覧いただけます。 

副反応調査①：https://www.aqura.co.jp/newsrelease/210707/ 

副反応調査②：https://www.aqura.co.jp/210716/ 

 

アキュラホームグループのコロナワクチン職域接種の取り組みはこちらでも紹介されています。ぜひご覧ください。 
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